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　 令和5年も1ヶ月が経過しましたが、学校では
長きにわたって続くコロナ禍にあって、感染対策
に十分注意を払いながら、寒さに負けずに日頃
の勉学に一生懸命取り組んでおります。 
　 さて、１月１９日に日南市「新春子どもの声を
聴く会」が開催され、本校は2名の児童・生徒が
発表してくれました。命の重みをかみしめ、すべて
に感謝しながら、前向きに生きることの大切さが
伝わる発表でした。ウクライナ戦争が始まって1
年近くになりますが、二人の発表を読んで、今一
度「命の尊さ」について考え、「平和で豊かな社
会の実現」に向けて一歩を踏み出しましょう。 

命の大切さ 
　

日南市立東郷小学校　 ６年　 長田 百叶 
　  

ご飯を食べる前と後の言葉「いただきます。」と「ごち
そうさま。」。 

みなさんは、この言葉を言う時に、どんなことを考えて
いますか？ 

私は作ってくれた方や生産者への感謝と同時に、そ
の食事のもととなっている植物や生き物に感謝する、と
いうことを考えます。なぜなら、その植物、生き物たちに
は命があるからです。そのことについて、最近深く感じ
たことを２つ紹介します。 

1つ目は、「いのちをいただく」という本です。この本
は、食肉解体業の仕事をするお父さんが、みいちゃんと
いう牛の命をいただくお話です。みいちゃんの家には、1
0才の女の子がいます。ずっと一緒に育ってきたので売
るつもりはなかったけれど、生きるために、売ることにな
ります。みいちゃんがお肉になって、そのお肉を食べた女
の子は泣きながら、「みいちゃん、いただきます。」と言っ
た所が、一番心に残っています。普段食べるお肉にも命
があるからこそ粗末にしない、感謝をしていただくという
ことを改めて感じました。 

2つ目は、飼っている動物を手放したり、虐待したりす
る人がいることをニュースなどで知ったことです。その
理由を調べると、病気になってしまったから、性格が凶
暴だから、引っ越しするからなどがありました。 

私自身、動物が大好きです。祖父母の家に犬と猫が
いて、小さい頃から触れ合う機会が多かったです。その
ようなニュースを知った時、大変悲しい気持ちでいっぱ
いになりました。 

ペットを飼う時には、かわいいという気持ちだけでは
なく、ちゃんと最後まで面倒を見れるか、その命に対して
自分が責任をもつという覚悟が必要だと思います。そし
て、それは、動物たちにも伝わると思います。 

これからも、感謝の気持ちを忘れず、食事をいただき
たいです。そして、動物と触れ合う時には、その動物の
命としっかり向き合っていきたいと思います。 

「戦争はしたらいかんよ」 
 

日南市立東郷中学校　２年　蛯原 紗希 
 

私は去年の夏休みに、曾祖父の家に遊びに行き
ました。私の曾祖父は長崎の五島列島出身です。
そのため、直接被爆はしていませんが、以前、一
番の親友を原爆でなくしたという話を聞いたこと
がありました。そこでこの機会に、勇気を出して
曾祖父に「戦争について教えて。」と言ってみまし
た。すると、最初の曾祖父の言葉は「戦争はした
らいかんよ。」でした。戦争の時代を生きて、直接
戦争を経験した曾祖父が言ったその言葉は、歴史
を教えてくださった先生の言葉や、インターネッ
トで見た記事のどれよりも、とても重く聞こえま
した。戦争について語っている曾祖父の目はとて
も真剣で、やはりいろいろな気持ちが入り交じっ
ているのだろうと感じました。曾祖父の話を聞い
ていると、今を思い切り楽しんで、戦争の時代の
ことなんて考えもせずに過ごしてきたことを申し
訳なく思ってしまいました。しかし、それと同時
に、現在の時代に生まれ育っていることにありが
たさを感じました。 

私は戦争がない平和な日本に生まれて、今まで
命の危機を感じることなく人生を送ってきました。
毎日欠かさずご飯を食べて、お風呂に入って、さ
らに愛情を注いでくれる親に守られて暮らしてい
ます。しかし、この世界中の人々全てが、幸せに
生活しているわけではありません。ある国には、
生きるために毎日働いている子どももいます。ま
たある国には、親を失い、過酷な環境の中で暮ら
している子どももいます。そんな子どもたちは、
生きることだけで精一杯です。戦争はしてはいけ
ない、ということは誰もが知っていることです。
しかし、未だに戦争はなくなっていません。 

私は、お互いの命の大切さについて深く考える
ことが、人権を守ることだと思います。人権とい
う言葉の解釈は様々にあると思いますが、どれも
「生きる」ということが前提にあって、「生きる」
権利を無差別に奪ってしまう戦争というものは、
この大切な人権を無視したものです。だから絶対
に、これからの時代を戦争の時代にして、悲劇を
繰り返してはならないと思います。そのためにも
世界中の人々が、過去の戦争の歴史について知る
ことが、とても大切になってくると思います。そ
して国同士のトラブルを戦争という武力ではなく、
平和的に解決する方法を、我々人間は追求してい
かなければならないと思います。 

【6 年　長田 百叶さん】【8 年　蛯原 紗希さん】



　今日から９年生の私立受験が始まりました。ま
た、来週木曜日には県立推薦試験、3月には県
立一般試験が予定されています。 
　 ほとんどの人が人生初めての入学試験を経
験することになると思います。中には緊張したり、
不安な思いに駆られたりする人がいるかもしれま
せん。一番大切なことは、平常心を保ち、最後ま
で諦めずに取り組むことです。これまで一生懸命
努力に努力を重ねてきました。あとは心身ともに
ベストな状態で当日を迎えらるように、健康面に
気をつけて頑張ってください。Good Luck！ 
　 後輩の皆さん、“その日は必ずやってきます。”
「将来どんな形で社会の役に立ちたいのか、そ
のためにどのような選択をすればよいのか」を､
今からしっかりと考えていきましょう。
 

New Togo Pride 

 

新制服のお披露目　新入生説明会 

　明けまして、おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

　さて、今月20日金曜日に、新入生説明会が行われました。中学生活で注意してほしいことや充実し
た生活を送るために今から考えておいてほしいことをお伝えいたしました。 

　やはり、スマホの使用時間やゲーム依存状態などネット環境
について啓発させていただきました。 

　また、義務教育の後半という事で、立ち振る舞いに関しても
礼節や身だしなみについて話をしました。 

　最後に将来像。意外と自分の将来に関して、まだまだ先だと
考えていて、9年生でも方向性が定まっていないことが多く見ら
れます。先を見越して「今」を生活してほしいと願い、話をさ
せていただきました。 

　新制服も実際に展示し、イメージが沸いたかと思います。6年生の皆さん！4月までの時間を有意義
に過ごしましょう！ 

 

よい行いに心がけよう！！（小学部） 

　新年が始まり、子ども達は元気よく３学期をスタートすることができました。 

３学期は、まとめの時期でもあるので、２つのことについて話をし、がんばっていくように確認しま
した。 

　１つ目は、あいさつです。元気よくあいさつできる児童は増えてきましたが、もう一つステップア
ップとして、自分から先にあいさつをする先がけあいさつをがんばってみようと伝えました。相手か
らあいさつされるのを待つのではなく、自分から進んですることでお互いさらに気持ちのよいあいさ
つにつながっていくので、意識してできるようになってもらいたいと思います。 

　２つ目は、廊下歩行です。右側をきちんと２列で歩く、移動教室の時には黙って静かに移動する、
休み時間などトイレに行くときは大声を出さずに移動するといったことを確認しました。 

　このような取り組みを大切にし、落ち着いた過ごし方ができるように心がけさせていきたいと思い
ます。 

　学校生活を有意義にし、次の学年に生かせるようにしていきましょう。 

２月のおもな行事についてのお知らせ 

2/1～2/10…(小)レインボープラン実施週間 
2/2 (木）…県立高校推薦入試（9年） 
2/９ (木)…みのり集会 
2/10(金)…参観日、8年立志式(1・2校時) 
　 　 　 　 1校時：1～4年参観授業 
　 　 　 　 2校時：1～4年懇談会、5～9年参観授業 
　 　 　 　 3校時：5～9年懇談会 
　 　 　 　 4校時：学校保健委員会 
　 　 　 　 14:00～15:00家庭教育学級閉級式 
2/10～3/3…校内版画展(小学校) 
2/11(土)…祝日・建国記念の日、 
2/13(月)…期末テスト前部活動停止(～16木まで) 
2/16(木)…学年末テスト1日目(7～9年) 
2/17(金)…学年末テスト2日目(７～９年) 
2/17(金)…(小)クラブ活動(3年クラブ見学) 
2/20(月)…全校専門委員会(小中合同) 
2/20(火)～24(金)…家読週間 
2/20(火)～3/3(金)…雛山飾り(小・多目的室) 
2/23(木)…祝日・天皇誕生日 
2/24(金)…2校時：卒業式練習(6年のみ) 
2/28(火)…2校時：卒業式練習(4～6年) 
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